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岩手県における小麦・大豆を基幹とする薪体系化技術に関する研究
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1　緒　　　　言

前報（第14報）では小麦の晩播に伴って成熟期が遅れ，

収量，品質が低下することを明らかにし∴試験地（江刺市）

での安全晩播限界は10月20日ころと推定した。これらの結

果をもとに本報では小麦・大豆の1年2作体系技術からみ

た小麦の安全晩播限界の地帯区分を検討したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）供試品種　　ナンブコムギ・ハチマンコムギ・キタ

カミコムギ

（2）供試条件

1）播種期　昭和57年9月30日，10月8日，10月22日

10月30日，11月9日，11月208

12月1日

昭和58年9月308．10月8日，10月17日

10月31日，11月118，11月22日

2）播種法∵播種量ドリル播き（粂間25√欝），0．8吻ね

（3）作況試験の昭56～昭58年．3カ年のデータも用いた。

また，日別平均気温の平年値はメッシュ気候情報シ

ステム2）のアメダスデータによった。

和58年においても，10月17日播種の越冬前葉数は4．3葉で

あったにもかかわらず雪腐病の発生ははとんどなく，収量

も450吻／10a相当を達しえた等から，4葉の越冬前の葉

数を確保しうるか否かを1年2作体系における小麦定着の

判定規準と考えてもよい。

3；駄験結果及び考嚢

図1に出芽までの日数と気温との関係を示した。平均気

温の低下につれて出芽までの日数は指数曲線的に増加し

た。積算気温でみると播種期にかかわらず約100～120℃

の範囲内，平均110℃で出芽している。

図2に越冬前後の羞敦を示した。越冬前の葉数は県南部

の播種適期である10月5日でははば6葉を確保しているが，

晩椿に伴って葉数が減少し安全晩播限界と推定した10月

20日でははば4葉である。」股に強勢な分げっを早期に確

保し．積雪条件下に耐えるため，越冬前には6－7葉の葉

数が必要といわれている。しかし越冬中，越冬後に発生し

た分げっでも収量増加に寄与しうる掛こなりうることき），

県南部は根雪日数が比較的短く雪腐病の危険も小さいこと，

また現実に根雪日数が111日と極端に長かった寒冬年の昭
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図2　越冬前後の葉敷くナンブコムギ）
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小麦の茎葉の最低生育温度は3～4．5℃といわれてい♂）。

そこで出芽から3℃以上の有効積算気温をとり越冬前の彙

数との関係をみると，図3に示したとおり極めて高い正の

相関関係にあり，越冬前に4葉を確保するためには出芽か

ら150℃，6糞では250℃の積算気温が必要といえる。

出芽に必要な積算気温，越冬前の必要葉数とそれを得る

ための有効積算気温を県南部主要地点のアメダスデータの

平均気温の平均値から算出し仁地点毎の安全晩播限界を算

定した。すなわち，茎葉が生育停止する3℃退行初日を求

め，それから逆算して3℃以上の有効積算気温を検算し，

150℃に達した日を安全出芽限界日とする。安全出芽限界

日から逆算して穏算気温（0℃以上）が110℃に遷した日

義1　安全晩膝限界の算定方法
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図3　越冬前の乗数と気温との関係
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平 均　 気 温 安 全 出芽 限 界 日 安 全晩 播 限 界 日 安 全 出 芽　 日 安 全 播 種 期

3 ℃ 退行 初 日 （g （Ⅹ－3 ）≧ 150 ） （g X ≧ 11 0 ） （g （Ⅹ－3 ）≧ 250 ） （g X ≧ 110 ）
（月・日） （月 ・日） （月 ・日） （月 ・日） （月 ・日）

江　　 刺 12． 4 10．26 1 0．16 10．14 10． 6

千　　 厩 12． 3 10．25 10．16 10．13 10． 4

一　　 関 12． 7 10．27 10．17 10．16 10． 7

山　　 田 12．17 1 1． 2 10．23 1 0．22 10．13

釜　　 石 12．21 1 1． 6 10．27 10．25 10．16

大　 船　 渡 12．19 11． 4 10．25 10 ．23 10．14

を安全晩播限界日とする。参考に6葉を確保するための安

全出芽日，安全播種期（播種適期）も試算した。

その結果，安全晩播限界が10月16日～17日（第4半句）

と10月23日～27日（第5半句）の2地帯に区分することが

できた。安全播種期もそれぞれ10月4日～7日，10月13日

～16日であり妥当なものといえる。

そこで，メッシュ気候情報システム2）を用い安全晩播限

界を各メッシュごとに計算し，その結果を図4に地帯区分

として示した。

図4　小麦安全晩播限界の地帯区分

4　　摘　　　　要

小麦・大豆の1年2作休系技術からみた小麦の安全晩播

限界の地帯区分を検討した。

安定収量を確保するためには越冬前に4葉以上を必要と

すること，4葉を確保するためには出芽後3℃以上の有効

積算気温で150℃を必要とし，播種から出芽までには110

℃の積算気温を必要とすることが明らかになった。

そこで平均気温3℃退行初日から逆算して有効平均気温

（3℃以上の温度）を積算し．150℃に達した日を安全出

芽限界日とし安全出芽限界日から逆算して積算気温（0

℃以上）が110℃に逢した日を安全晩播限界日とする方法

を用い，メッシュ気候情報システムにより，県南地域の小

麦の安全晩播限界を10月第4半句と第5半句の2地帯に区

分した。
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